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３７

年
度
に

着
工
す
る

本
線
の
複
線
化
本
決
ま
り

丸
森
線

着
工

な
ど
の
Ｐ
・
恍
が
大

き
い
た
め
、
せ

つ
か
く
電
化

し
た

東
北
本
線

の
視
線

化
か
影

を
ひ

ｆ

め
、
事

の
次
崇
で

は
、
太
線
の

口

Ｉ

カ
ル
化

な
ど
の
悲
観
説

さ
え
出

て
い
た
矢

先
、
去

る
二

月
二
十
一

日
白
石
市
長

よ
り
当
町
長

あ
て
次

の
よ
５

な
電
報

が
届
い
た

．

ホ
ソ
ジ
ツ
ア

イ
ナ
キ
イ
チ
シ
ョ

リ
デ
ソ
ボ
ウ
ウ
ケ
タ
」
　ト
ウ
ホ

タ
ホ
ン
セ
ン
フ
ク
セ
ン
デ
ｙ

カ

コ
ス
ゴ
ウ
チ

ク
Ξ
七
ネ
ソ
ド
ナ

ヤ
ク
コ
ウ
ノ

ム
ネ
ホ

ン
ジ
ッ

ヨ

サ
ソ
ｒ

イ
ソ
カ
イ
デ
ウ
ン
ユ
ダ

イ

ジ
ソ
コ
ク
テ

ッ
ソ
ウ
サ
イ

ヨ
’

リ
ゲ

ソ
メ
イ
ヅ
ウ
ゲ
タ
イ
サ
イ

フ
ミ
」

シ
μ
イ

シ
シ
チ

ョ
ウ

即
ち
、
運

輸
大
臣

と
国
鉄

総
裁

は

予
算
委
員
会
の
席

上
で
、
三
七
年

度

に
赳
洞
地
ぼ

〃
藤
田
Ｉ

越
河
）

の
愎
線
化
工
事
に
と
り
か
か
る
と

い
う
こ
と
を
言
明
七

だ
わ
け
で

あ

る
り尚

こ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し

て
、
二
月
八
Ｈ
付
け
公

文
を
も
っ

て
日
木
国

有
鉄

道
盛
岡
工

事
局
長

よ
り
土
地
・ぐ
人
に
っ
い
て
の
通
知

が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
回
覧
で

お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ

れ
は
趾
田
　

貝

川
駅

間
の
現
在
線

の
両
側
谷
沢
○
・∩

び
づ
つ
に
わ
た

っ
て
測
量
父
は
調
介
の
た
め
土

地

立
入
を
す
る

、
期
間
は
本

年
二

月

二
十
日

か
ら
三

ド
ハ

年
十

二
月
三

十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
わ
れ
わ
れ
町

民
多
年

の

宿
願
で
あ
る
東
北
ぷ
線

の
視
線
電

化

が
実
現
す

る
わ
け
で

、
永
年

地

方
民
の
陣
頭
に
立
っ
て
こ

の
運
動

に
挺
身
し
て
き
た
人

々
は
も

ち
ろ

ん
、
町
民
一
同
心
か
ら
慶
祝
し
て

い
る
。げ

圧
意
は

」
と
き

け
が
は
一
生
”

全
国
的
に
瀲
増
し
つ
つ
あ
る
交

通

事
故
に
対
し
、
警
察
の
取
り
締

り
や
一
時
的
な
安
全
運
動
の
実
施

の
み
で

は
、
も
は
や
こ
れ
を
お
さ

え

る
こ
と

は
で
き
な
い
有
様
で

あ

る
。
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
検
討

す

る
に
、
運
転
者
の
過
失
も
さ

る

こ

と
な
が
ら
、
一
般
歩
行
者

の
不

注
意

に
よ
る
も
の
も
少
く
な
い
。

つ
い
て
は
、
い
つ
も
な
が
ら
く
ど

い
よ
う
で
あ

る
が
、
次
の
諸
点
を

注
意
し
て
、
わ
が
町
か
ら
交
通
事

故
を
一
掃
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

―
Λ
注
意
▽
―

一
、
歩
行
者

田

、
右
側
を
通
り

、
車
の
直
ぐ

前

や
直
ぐ
後
を

横
切
っ
た
り

道
路

の
斜

め
横
断
を
し
な
い

こ

と
…
…

。（

ス
か
ら
お
り
て

向

う
側

に
阡
く

と
き
な

ど
、

特

に
注
意
す

る
。
年
長
者
や

婦
人

の
中

に
平
気
で
斜
め
横

断
を
す

る
も
の
が
あ
る
。
若

い
人
は
よ
く
こ
れ
を
読
ん
で

き
か
せ
て
下

さ
い
。

閇

、
道
路
で
ス
ケ
ー
ト
や
な
わ

と
び
、

ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
の

遊
び
は
や
め
ま
し
よ
う
。

二

、
自
転
車

剛
、
二
人
乗
り
は
や
め
ま
し
よ

②
、
雨
や
雪
が
降
っ
て
も

、
か

さ
を
さ
し
て
自
転
車
の
運
転

す

る
事

は
や
め
ま
し
よ
う
。

圓

、
左
に
曲
っ
た
り
、
右
に
曲

っ
た
り
、
横
断
し
た
り
す
る

と
き
は
、
手
の
合
図
を
し
ま

し
よ
う
Ｏ

㈲

、
夜
は
必
ず
あ
か
り
を
つ
け

ま
し
よ
う
、
夕
方
の
い
そ
が

し
い
と
き
、
よ
く
無
灯
火
で

走

る
車
が
あ
り
ま
す
が
、
事

故
を
お
こ
さ
ぬ
う
ち
に
や
め

ま
し
よ
５
０

ヨ

、
自
動
車
と
バ
イ
ク

剛

、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
な

い
で
、
安
全
運
転
に
心
が
け

ま
し
よ
う
Ｏ

閇

、
無
免
許
運
転
は
や
め
ま
し

圓
、
酒
を
飲
ん
だ
と
き

は
、
運

転
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
運

転
者
に
は
酒

を
す
す

め
な
い

よ
う
に
し
ま
し
よ
う

。

困
、
駐
車
を
す

る
と
き

は
、
道

路
の
左

は
し
に
止

め
ま
し
よ

子供に負けない勉強を汐

婦
人
学
級
研
究
集
会
開
く

国
見
町
婦

人
学
級
連
絡
協
議
会

で
は
、
町
の
公

民
舘

と
連
合
婦
人

会
の
後
援
の
も
と
に
、
町
内
の
婦

人
学
級
や
グ
ル
ー
プ
の
学
習
を
奨

め
る
た
め
の
研

究
会

を
開
い
だ
。

三
月
四

日
藤
田
小
学
校
礼
法
室

に
集
ま
っ
た
八
十

余
名
の
婦
人
た

ち
は
、
午
前
九
時
半

か
ら
先
ず
例

に
よ
っ
て
映
画

信
子
の
生
活
設
計
（
二
巻
）

結
婚
の
条
件
　
　

（
三
巻
）

妻
の
圸
に
　
　
　

（
三
巻
）

を
見
て
話
し
合

い
、
午
後
は
福
島

市

立
汁
一
中

学
皎
遠
啓
文
子
先
生

の「

ク
ル
ー
ゾ
学
習
の
す
す
め
方
」

に
つ
い
て
の

お
話
を
き
い
た
。

先
生

の
話
に
よ
れ
ば

「
婦
人

は
一
家
の
主
婦
と
し
て
家

族

の
健
康
を

保
ち
、
家
計
を
き
り

も
り

し
、
育
児
や
子
供
の
し
っ
け

に
当
り
、
殊
に
兼
業
化
が
進
む
に

っ
れ
て
男

に
代
っ
て
農
業
の
経
営

も

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
供

の
教
育
一
つ
を
み
て
も
、
十

年
先

二
十
年
先
を
目
標
に
教
育
を
５

け

て

い
る
子
供
た
ち
の
話
し
相
手
に

な
り
、
こ
れ
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば

し
て
や

る
に
は
、
よ
ほ
ど
新
し
い

勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し

か
し

、
一
日
中
雑
事
に
追
わ
れ
、

年
中
忙

が
し
く
立
俤
か
な
け
れ
ば

な
ら

ぬ
主
婦
や
若
妻
た
ち
に
は
、

中
央

に
簗
っ
て
勉
強
す
る
余
裕
も

な
け
れ
ば
、
自
分
の
家
で
勉
強

す

る
ひ
ま
も
な
い
。
そ
こ
で
隣

近
所

の
人
た
ち
が
仲
間
を
つ
く
り
、
月

に
コ

一
回
集
っ
て
話
し
合
う
の
が

グ
ル

ー
プ
学
習
で
あ
る
。
さ
さ
や

か
な
こ
の
グ
ル
ー
プ
学
習
を
実
行

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
考
え

る
力

工
夫
し
計
画
し
、
実
行
す

る
力

が

つ
い
て
い
く

こ
と
を
実
例

を
あ

げ

な
が
ら
面
白

く
説
明

さ
れ
た
の
で

こ
れ
ま
で
婦
人

学
級

を
や
っ
て
い

た
人
も
、
ま
だ
や
っ

て
い
な
い
人

も
、
よ
く
理
解
し
、
よ
Ｉ
し
や

る

ぞ
と
い
う
勇
気
と
自
信

が
っ
い

た

よ
う
で
あ
る
。

火
災
統
計

い

ろ

い

ろ

福

島
県
下
昭
匐
三
十
六
年
火
災

統
計
が
「
消
防
新
問
」
に
載
せ
ら

れ
て

い
た
の
で
、
感
想
二
三
述

べ

て

ご
参
考
に
供
し
ま
す
。

○
三
四

月
が
火
災
発
生
の
ヤ

ゞ

月
　

火
災
件
数
　
　

損
害

高

一
月
　
　

八
六
　

六
、七
九
一

二
月
　
　

九
七
　

五
、七
九
二

三
月
　

匸
一
六
　
一

六
、〇
三
五

四
月
　

一
三
七

二
〇

、
六
三
九

五
月
　
　

六
九
　

五

、〇
六
六

六
月
　
　

四
〇
　

五

、〇
五
四

七
月
　
　

三

六
　
　
　

九
九
二

八
月
　
　

二
七
　

三
、
一
四
七

九
月
　
　

三
一
　
　
一
、
八
一
四

十
一
月
　
　

五
つ
　

八
、
〇
九
七

十
二
月
　
　

六
五
　

七
、
五
一
三

計
　
　

七
九
〇

八
一
、
九
四
七

今

や
そ
の

ヤ

ヤ
の
ま
つ
た
だ
中

で
す
Ｊ
川
心
、
川
心

○
一
祷
多
い
子
供
乃
火
あ
そ
び

っ

づ
卜
Ｃ
石
油
こ
ん
ろ

―
、
子
供
の
．が
火
　
　
　

八
一

２

、
石
油

こ
ん
ろ
　
　
　

七
〇

３

、
こ
た
つ
　
　
　
　
　

瓦
四

４

、
マ
ッ
チ
　
　
　
　
　
　

四

五

５

、
放
火
　
　
　
　
　
　

四
ｏ

６

、
た
ば
こ
の
吸
い
か
ら
三

九

７

、
煙
突
　
　
　
　
　
　

三
八

８
、

た
き
び
　
　
　
　
　

三
四

９

、
取
灰
　
　
　
　
　
　

二

九

1
0、
か
ま
と
　
　
　
　
　

二
八

1
1（

ス
ト
ー
ブ
　
　
　
　
　
ニ
ハ

1
2、
ラ
ン
プ
、
ロ
ー
ソ
ク

ニ
四

1
3、
風

呂
場
　
　
　
　
　

二
二

1
4、
い
ろ
り
　
　
　
　
　
　

一
七

1
5、
育
す
う
器
　
　
　
　

一
一

ど
こ
の
家
で

も
み
な
嘆
侍
の
あ

る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
火
を
使
う

と
い
う
こ
と
は
人
間

の
特
権
で
す

が
、
そ
れ
だ
け

に
火
の
用
心
を
す

る
事
は
人
間
の
義
務
で
し
ょ
う
。

あ
ぶ
な
い
、
あ
ぶ
な
い

○

損
害
は
二
四
％
増

三

十
六
年
の
火
災
件
数
七
九
〇
件

損
害
高
　
　

八

、
一
九
四
七
万
円

三
十

五
年
の
件
数
　
　

七
五
七
件

損
害

高
　
　

六
、六
三
二
一
万
円

件
数

で
三
三
件
の
増
加

損

害
高
で
　
一
、
五
六
二
七
万
円
の

増

、正

に
こ
れ
心
倍
増

時
代
で
す
。

うなぎのぼりの交通事故

皿 死傷者数　厂‾1 事故の数

交通･1らli攵の 人部分は自動車が原因

である。な かでもスピ ード違反や

Ｇ･り一無1見は人 きな嘔故の もとだ。101

乍間に死傷 名･数は９倍に なっ た。

昭和３６年度馬鈴薯

国見町一位の作り方のあらまし

住　　所　　大字徳江字親郷５番圸

氏　 名　 宍 戸 新五郎（56才）
収　　量　　10アール当り　3.894 ( 1.038 〆 )

1 、品　　　種　男　し　や　く

２、種子の予拑　緑化を３週間行う３月17日播種

３、栽 箙 距 離75 ㎝×36 ( 2尺5寸×1尺2寸）坪当り12株
４、施 肥 量（10アーフレ当り）

種　類 �硫　　安
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岼
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塩 化
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籾がら
堆　肥 �下　 肥 �堆　 肥

施 用量

－　■　　･w

時 ．期 �40

り ���480 | �4 , 00 いり �4 , 800 々

�基肥25匆追肥15≒�基 肥
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※堆肥は整地前に全面撒布　　 祓がら堆肥は播きみ徊こ施用

下肥は播 種後３週間目に施す　 硫安の追肥は
汁1回､芽出し直前
才2回 、方1回の2週間後

５、培　　　 土　 ｚ回
汁1回　 芽出し前の硫安の追肥後

旁2回　旁2回硫安の追肥後 、何れも3a の厚さに培土

６、病害虫防除　 ５回

旁1回　本葉 ２枚　 ホリドール1 , 58倍液

（ てんとうむしだまし）
汾2回　本葉5～6枚　x/　　 （　1 夕　　　　　　　 ）

オ3回　着蕾期　 石灰ボルドー液（疫　　 病）

岑4回　開花 期　　x/　　　　　 （　x･　 ）

旁5回　 開花 １週間後　//　　　 （　lx　　 ）

7 、改善の要点　1 、良い 種いもを選び緑化したこと

2、早く まいた こと　　3 、釼がら堆 肥を佶つたこと

今
年
も
大
い
に
話
し
合
う

：
小

坂
の
町
政
懇
談
会
…

小
坂
地
区

農
青
連
（

会
長
仲

野

川
一
郎
君
）
で
は
毎
年
町
政
懇

談

会

を
開

い
て
、
新
し
い
町
づ
く

り

に
っ

い
て
町
当
局
と
話
し
合
い
を

す
る
こ
と
を
例
と
し
て
い
る
。
今

年
も
去

る
二
月
二
十
七
日
午
後
一

時

よ
り

、
小
坂
農
協
会
舘
に
お
い

て
会
員

五
十
余
名
相
会

し
、
役

場

よ
り
赤
井
畑
町
長
を
始

め
各
課
長

並
び
に
小
坂
地
区
出
身

の
町
会

議

員

、
農
業
委
員
と
大
い
に
語
り
合

っ

た
。
と
り
上
げ
ら
れ
た
問
題

は

回
、
農
業
基
本
法
に
よ
る
国
見
町

の
あ
り
方
に
つ
い
て

口
、
奥
村
に
残
る
子
弟

の
教
育

は

い
か
に
あ
る
べ
き

か

目
、
わ
が
町
の
社
会
教
育

は
現
行

で
よ
い
か

の
三
点
で
あ
っ

た
。

先
づ
町
長
よ
り
’、
町

と
し
て
の

農
業
構
造
の
改

善
、
邊
択
的
拡
大

農
協
の
あ
り
方

等
に
つ

い
て
、
又

各
課
長
よ
り
主
管
課
の
心
構
等
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
、
懇
談

に
入
っ
た
。
話
の
中
心
は
節
柄
、

国
見
町
と
し
て

の
濃
業
構
造
の
改

善
で
あ
っ
た
。
次
に
、
農
村
に
残

る
肖
少
年
教
育

に
つ
い
て
は
、
青

少
年
に
魁
力
あ
る
農
村
を
つ
く
り

韭

ん
で
勉
強
し
よ
う
と
す

る
意
欲

を
お
こ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
又
社
会

教
育
か
う
ま
く
実
施

す
る
た
め
、
晨

休
日
を
定
め
て
は

ど
う
か
な
ど
の
話
も
で
て
、
話
は

っ
き
ず
、
午
後

五
時
三
十
分
夕
闇

迫
る
頃
に
散
会

し
た
。

【
写
真
】
は
会

場
風
景

孫
た
ち
に
も

テ
レ
ビ
を
汐

滝
川

部
落
長
武
田
徳
治
さ
ん
は

先
日
八
五
才
の

高
令
で

亡
く
な
っ

た
母

堂
シ
ョ
テ

さ
ん
の
遺
志
と
し

て
、
藤
田

保
育
所

に
多
額
の
寄
付

を
さ
れ
た
。
こ
れ

は
シ
ョ
テ
さ
ん

が
生

前
、
孫
達

が
お
せ
わ
に
な
っ

て
い

る
保
育
所

に
テ

レ
ビ
を
備
え

て
や
り
た
い

と
、
毎
月
息
子
か
ら

も
ら
う

小
づ
か
い
を
節
約
し
た
り

町

か
ら
も
ら
っ

た
敬
老
年
金
な
ど

を
加
え
て
貯
金
し
て
お
い
た
も

の

で
、
こ
れ
を
聞
い
た
後
援
会
の
人

々
は
、

非
常
に
感
激
し
、
一
日
も

早
く
テ

レ
ビ
を
購
入
し
て
老
婆
の

悲
願
を
遂
げ
て
や
ろ
う
と
そ
の
具

体
策
を
研
究
中
で
あ
る
。

後
援
会
長
紺
野
平
二

郎
氏
談

「
こ
の
テ

レ
ビ
時
代
に
、
そ
こ

に
気

付
か
な
か
つ
た
と
い
う
こ

と
は
ま
こ
と
に
お
は
ず
か
し
い

こ
と
で
す
。
一

日
も

早
く
設
備

し
幼

児
だ
も
の
保
育

に
役
立
て

て
も

ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

皆
様

の
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま

す
。
」

○
お

願

い
…
…
：
一
」
○

鉈

報

は

Ｉ

と

き

も

早

く

ぉ

く

ば

り

下

さ

い
（
今

月

の

発

行

は

十

五

日

で

す
）

く
に
み



目

黒

君

破

格

の

昇

段
（

２９
）

国
見
町

剣
友
会

が
発
足
し
て
早

く
も
十
年

、
そ

の
間
多
く

の
昇
段

者

を
輩
出

し
、
幾
多
の
業
績
を
残

し
て
い

る
。
そ

の
数

あ
る
業
績
の

中
で
も
特

筆
す

べ
き
こ

と
は
、
青

少
年

補
導

の
一
環

と
し
て
少
年
部

を
設
け

、
少
年
剣
士
の
指
導

育
成

に
奔

走
す

る
こ
と
五
年
、
今

や
そ

の
効
が
み
の
っ
て
、、
県
下
に
そ
の

名
声

を
摶
す

る
に
至
っ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。

特

に
目
黒
川
一
君
（

二
年
）
は

昨

年
十
二

月
、
剣

道
初
段

県
遲
手

権

を
獲
得

し
、
更

に
知
事
賞
を
授

け
ら
れ

、
本

年
二

月
二
段

に
昇
格

さ
れ
た
。
中

学
生
は
初
段

ま
で

と

い

う
の
が
定

例
で

あ
る
の
で
、
君

の
技
脯

が
い
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る

か
推
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

渮
朝
内
賢
光
、
朽

木
勝
之
、
古
溝

忠

一
、
斎

藤
裕
宏
（

い
ず
れ
も
二

年
生
）
の
四
君

は
そ
ろ
つ
て
初
段

を
免
許
さ
れ
て
い
る
し
、
一
級
、

二
級
の
勇
士
が
ぞ
く
ぞ
く
控
え
て

い
る
県
北
中
は
正
に
剣
道
黄
金
時

代
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
優
秀
な

る
少
年
剣
士
の

育
成
指
導
に
日
夜
努
力
を
つ
づ
け

て
い
る
学
校
当
局
の
熱
意
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
剣
道
五
段
練
士
斎

藤
太
助
氏
及

び
四
段
佐
藤
徳
造
氏

の
お
骨
折
り

に
対
し
敬
意
を
表
し

た
い
。

【
写
真
】

は
剣
友
会
幹
部
と
少

年

｀
剣
士
た
ち

筒
一
級
以
下
次
の
通
り

（

一
級
）
佐
久
間
信
治
、
本
田

孝

行
、
遠
藤
皃
芳
、
本
田
稔
、
玉

手
勝
夫

（
二
級
）
盛
中
忠
雄
、
村
上
秀
雄
、

上
沢
正
、
吉
田
宏
文
、
鈴
木
忠

一
、
佐
藤
徳
正
、
佐
藤
和
雄

（
三
級
）
玉

手
真
司

、
佐
久
間
電

夫
、
佐
久
間
友
一
、阿
部
秋
雄
、

瀬
戸
共
明

（
四
級
）
玉

手
裕
司

、遠
藤
三
芳

。

玉
手
政
広
、
鈴
木
忠
次

（
五
級
）
佐
藤
秀
雄

、
佐
藤
鉄
雄

「

み

ん

な

で

楽

し

く

」

山
友
会
で
ス
キ
ー
講
習

昨
年
発
足
し

た
「
く

に
み
山
友

会
」
で

は
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
そ
れ

の
山
を
愛
す

る
行

事
活
動

を
つ

づ

け
て

い
る
が
、
去

る
二

月
十
一

日

に
は
、
小
坂
峠

ス
キ
ー
塲
で
汁
一

回
ス
キ
ー
誰
習
会
を
催
う
し
た
。

町
公

民
舘
後
援
で
参
加
者
五
十

数
名

。
午

前
八
時
十
五
分
発
小
坂

行
き
。（

ス
は
時
な
ら
ぬ
混

雑
に
戸

惑
う
始

末
。
終
点
か
ら
ス
キ
ー
場

ま
で
の
登
り
が
ま
ず
一
苦
労
、

日

頃
の
運
動
下
足

が
た
た
っ
て
青
息

吐

息
、
わ
ず
か
ニ

キ
ロ
足
ら
ず
に

一
時
間
も
か
か
る
。
峠
の
茶
屋

で

一
ぷ
く
し
、
い
よ
い
よ
練
習
に
か

か
る
。
暖
冬

の
お
か
け
で
雪
質

が

慝
く
、
自
慢

の
妙
技

を
発
揮
で
き

な
い
と
こ
ぼ
す

こ
と
大

ば
や
り

。

そ
れ
で
も
午
前
中
は
め
い
め
い

に

す

べ
っ
た
り
こ
ろ
ん
だ
り

し
て
、

思
い
き
り
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

。

午
後
は
講
師
佐
脯
万
一
氏

の
指
導

で
基
礎
か
ら
練
刊
す

る
。
初
め
て

ス
キ
ー
を
は
い
た
初
心
考
も
、
可

な
り
う
ま
く
す
べ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
次
回
は
出
湯
か
高
湯
の
木

場

に
行
っ
て
大
い
に
や
ろ
う
と
約
東

し
な
が
ら
下
山
、
こ
こ
ろ
よ
い
加

減
に
っ

か
れ
た
か
ら
だ
を
バ
ス
に

ゆ
だ
ね
て
帰
る
。
　
　
・

山
友
会
長
高
屋
宗
雄
氏
談

「
清
浄
な
大
気
を
吸
い
、
可
成

り

の
試
鈍
を
肉
体
に
与
え
、
日

頃

の
ス
ト
レ
ス

か
ら
解

放
さ
れ

て
気
分
の
転
換
を
は
か
る
こ
と

が
で
き
、
心
身
共

に
爽
快
さ
を

痛

感
し
ま
す

。
こ
れ

か
ら
皆
さ

ん
と
大
い
に
山
を
愛
し
、
山
を

楽
し
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。
」

【
写
真
一

は
練
習
風
景

３ 羽のひな
か
た
い
カ
ラ
を
隧
つ
て
、
今

生

ま
れ
出
た
ヒ
ョ

Ｊ
の

ビ
ョ
ピ

ョ

と
い
う
鴫

き
声

。
あ
の
元
気

な
嗚

き
声
の
快

い
ひ

び
き
、
あ

の
声
く

ら
い
生
き

る
よ
ろ
こ
び

育
つ

希
望
、
生
命

の
力
強

さ
を
感
じ

さ
せ
る
も

の
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
）

森
江

野
森
四
部

落
に
、
こ
ん
ど
若

妻
の
グ
ル
ー
プ
が

三
つ
生
ま
れ
ま
し

た
。
こ

の
ヒ

ヨ
コ

の
よ
う
に
、
伸

び

た
い
、
育

ち
た
い

と
い
う
思
い
が
胸

の
中

に
ふ
く
れ
上
っ
て
、
春
の

く

る
の
も
待

ち
切
れ
ず
に
、
昨

年
の
暮

に
誕
生
し
た
の
で
す

‘．

卵

は
親
鳥
が
一
心
不
乱
に
あ

た
た
め
な
け
れ
ば
ヒ
ナ
に
な
り

ま
せ
ん
。
で
は
、
私
達
を
あ
た

た
め
て
く
れ
た
親
鳥
は
何
だ
つ

た
で
七
よ
う
か
。
一
つ
は
世
の

中
の
変
動

、
二
つ
に
は
町
公
民

舘

の
熱
意
、
三
つ
目
は
家
族
の

協

力
、
特

に
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
、
お
と
５
ち
ゃ
ん
達

の
温
か
い
理
解
、
こ
の
三
つ
の

手
が
さ
し
の
ぺ
ら
れ
て
、
私
達

の
や
む
に
ゃ
ま

れ
ぬ
生
命
力
が

成
長
し
、
立
派

な
グ
ル
ー

プ
が

生
ま
れ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
多
く
の
方
々
の
お

か
げ
で
生

ま
れ
出
た
以
上
は
、

し
つ
か
り

と
大
地
に
足
を
ふ
み

つ
け
て
、
自
ら

ヱ
サ
を
さ
が
し

つ

い
ば
む
ヒ

ヨ
コ
の
よ
う
に
、

私
達
も
他
人
に
た
よ
ら
ず
、
進

ん
で
勉
強
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

い

ま
す
。

そ
こ
で
先
ず
何
か
ら
学

ん
で

い
つ
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ

と

を
知
る
た
め
に
、
去
る
二
月
四

日
、
福
島
市
社
会
教
育
委
員
の

遠
藤
文
子
先
生
を
お
招
き
し
て

ご
指
導
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
先
生

の
お
話
は
、
日
本
女
性
の
歴
史

か
ら
は
じ
ま
り
、
現
代
女
性
の

立
場
と
心
構
え
、
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
グ
ル
ー
プ
を
ム
リ
な
く

永
続
き
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。
さ
ら
に
家
族
の
皆

さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
い
跛

よ
い
妻
、
よ
い
母
に
な
る
に
は

自
ら
問
題
を
見
つ
け
て
解
決
し

て
い
く
と
い
５
、
積
極
的
な
勉

強
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い

う
す
ぢ
の
よ
う
で
し
た
。
そ
し

て
、
こ
こ
に
こ
５
し
て
二
十
人

も
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
っ
た
と

い
５
そ
の
こ
と
が
、
も
う
勉
強

の
愀
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
こ
と

な
の
で
、
い
ま
に
き
っ
と
一
家

に
な
く
て
な
ら
ぬ
家
族
の
一
員

と
な
り
、
家
内
円

満
、
よ
い
子

が
育
ち
、
森
江
野
発
展
の
原
動

力
と
な
る
で
し
ょ

う
。
と
、
お

ほ
め
と
は
げ
ま
し
の
お
言
葉
を

い

た
だ
き
ま
し
た
。
女
の
先
生

の
心
安
さ
か
ら
、
Ｌ

ま
い
に
は

兄
弟

け
ん
か
の
さ
ば
き
方
な

ど

の
質
問

ま
で
も
出
て
、
時
の
立

つ
の
も
忘
れ
、
和
や
か
に
楽
し

い
半
日
を
過
し
ま
し
た
。
名

ご

り
を
惜
し
み
な
が
ら
散
会
し
て

帰

る
私
達
は
、
何
だ
か
底
力
が

わ
い

た
よ
う
で
、
足

ど
り
も
軽

く
感
じ
ら
れ
る
の
で

し
た
。

そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
毎
に

先
生

か
ら
お
そ
わ
つ

だ
こ
と
の

復
習
会
を
ひ
ら
き

、
早
速
一
人

一
役
の
係
り
を
き
め
た
り
、
次

の
学
習
の
グ
ラ

ソ
（
計
画
）
を

立
て
た
り
、
会
費
の
積
立
て
法

を
相
談
し
た
り
し
ま
し
た
。
外

仕
事
の
忙

が
し
く
な
ら
ぬ
う
ち

に
、
な
る
べ
く
た
び
た
び
あ
っ

ま
っ
て
勉
強
し
よ
う
と
皆

は
り

切
っ
て
い
ま
す
、「

或
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
れ

か
ら
花

を
咲

か
せ

る
の
だ

か
ら

と
「
つ
ば
み
翕
」
と
命
名
し
、
平

和
の
象
徴

は
鳩

だ
か
ら
「
山
鳩

グ
ル
ー
プ
に

と
い
５
名
に
し
た

と
こ
ろ
も

お
り
ま
す
。

グ
ル
ー

プ
が
で
き
て
よ
ろ
こ
ん
だ
の
は

当

の
若
妻
達
ば

か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
族
の
人
達
が
と
て

も
熱
心
に
声
を
か
け
て
下
さ
る

の
で
す

。
私
達

に
と
っ
て
こ
れ

以

上
の
し
あ
わ
せ
が
あ
る
で
し

ょ
う

か
。
ほ

ん
と
う
に
心
の
底

か
ら
感
謝
の
気
持
ち
が
わ
い
て

き
ま
す
。
骨
身
を
惜
ま
ず
働
く

ぞ
囗一
と
い
う
勇
気
も
出
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

そ
し
て
お
と
う
ち
や
ん
、
ほ
ん

と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
（
森
西

若
妻
グ
ル
ー
プ
）

お
母
さ
ん
も
つ
と

自
分
を
大
切
に
し
て
下
い

社
教
映
画
「
妻

の
地
位
」
で
話
し
合
い

二
月
二
十
日
藤
…田
小
学
校
を
会

場

に
し
て
開

か
れ
た
国
見
町
社
会

教
育
研
究
集
会
で
、
社
会
教
育
映

画
「
妻
の
地
位
」（
三
巻
）
を
み
た

人

は
、
い
ず
れ
も
「
う
ち
の
父
さ

ん
に
も

ぜ
ひ
…
…
」
　「
う
ち
の
母

さ
ん
に
も
ぜ
ひ

：
…
」
　「
う
ち
の

若

い
者
た
ち

に
も
…
…
」
と
、
口

を
そ
ろ
え
て

い
う
の
で

、
さ
つ
そ

く
、
三

月
の
巡
回
映
画
に
は
こ
れ

を
え
ら
び
、
町
内

の
全
部
落
を
ま

わ
す
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
は
、
平
凡
な

Ｉ
サ
ラ
リ
ー

マ
ソ
家
庭

の
生
活

を
素
材
に
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、

誰
の
胸

に
も
ぐ
つ
と
く
る
も
の
が

あ
る
。
ぜ
ひ
み
な

さ
ん
に

ご
ら
ん

い
た
だ
き

。
家
庭

の
民
主
化
を
前

進
し
た
い
も
の
、
次
に
、
最
近
こ

れ
を
み
た
人
た
ち

の
代
表
的
な
感

想
を
あ
げ
て
み
る

。

’Ａ
、
妻
は
、
夫
や
子

ど
も
の
幸
福

の
だ
の
に
、
も
つ
と
自
分
を
大

切
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

Ｂ

、
夫

は
妻
を
愛
す
る
気
持
を
も

つ
と
す

な
お
に
言
葉
や
行
動
に

あ
ら
わ
し
、
妻
は
こ
れ
を
す
な

お
に
受
け
入
れ
て
は
ど
５

か
。

Ｃ
、
若

い
折
は
、
す

る
ど
い
感
覚

で
親

ひ
覬
察
し
、
批
判
す
る
り

ク
ｙ

乙

か
ら
　

俔
ぱ
も
つ
と
新

し

い
勉
血
ｙ
．し
て
、
若

い
者
と

共
に
進
み
た
い
。

Ｄ

、
親
の
生
活
態
度
は
す
ぐ
子

ど

も
の
行
動
に
影
響
し
、
そ
の
性

格
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。

Ｅ

、
農
家
は
封
建
的
で
一
般

サ
ラ

リ
ー

ーヽ
ソ
は
民
主
化
し
て

い
る

な
ど
と
一
概

に
わ
り
き
る
こ
と

は
正

し
く
な
い
。
要
は
成
人

教

育
の
い
か
ん
に
あ
る
。

Ｆ

、
家
族
は
み
ん
な
で
話
し
合

い

お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
協

力
す
る
こ
と
が
必
要
だ
）

みんなの広場

学
校
の
便
所
を

清
潔
に
し
て
下

さ
い

あ
る
日
の
小
学
校
の

参
観
日
に
部
合
が
あ
っ

て
幼
児
を
辿
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
幼

児
な
の

で

、
学
校
に
い
る
間
、

ニ

ゲ
所
の
御
手
洗

に
立

ち
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も

、
あ
ま
り
の
不
潔
さ

に
、
ど
こ
で
川

を
す
ま
さ
せ
よ
う

か
と
困
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
と

同

時
に
、
私
た
ち
の
子
と
も
が
、

こ
の
場
を
ど
う
感

じ
な
が
ら
用

を

す
ま
す
の
か
と
、

ほ
ん
と
う
に
恥

か
し
く
、

ゴ
ム
手
袋
で
も
は
め
て

、
す
ぐ
に
で
も

お
掃
除
を
し
た

い

衝
動
に
か
ら
れ
ま
た
。

現

今
は
ど
ん
な
施
設
で
も
、
こ

の
よ
う
に
な
げ
や
り
な
お
手
洗

は

あ
ま
り
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
・

戸
も
二
ヶ
所
こ

わ
れ
て
、
内
部
が

丸
見
え
の
ま
ま
で
し
た
。

現
在
、
誰
が
そ

の
掃
除
に
当
っ

て
お
ら
れ
る
の
か
存
じ
ま
せ
ん
が

ｙ

岷
で
あ
れ
ば
無
理
で
し
ょ
う
。

川
務
員
の
方
な
ら
、
用
務
過
砠
で

な

か
な
か
手
が
届
か
な
い
と
思
い

ま
す
。
町
費
（

あ
る
い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
寄
付

な
ど
。）
で
専
門
の
掃
除
犬

を
能
入

る
と
か
、
良
策
を
脯
ら
れ

て
、
学
校
ら
し
い
、
常

に
さ
っ
は

り
し
た
お
手
洗

に
、
早

急
に
し

た

い
と
お
願
い
す

る
も

の
で
す

。

（
藤
田

の

Ｔ
王
婦

）

［
お
答
え
］

さ
っ
そ
く
現
場

に
い
っ
て
校
長

先
生
に
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

校
長
先
生
の
お
話

「
全
く
困

っ
て
い
ま
す
。
一
方
で

衛
生
と
か
健
康
教
育
を
と
な
え
な

が
ら
、
全
部
の
子

ど
も
に
関
係

の

あ
る
碩
所
が
こ
の
有

採
で

は
本
当

に
捐
す
ま
な
く
考
え
て
い
ま
す

。

学
皎
は
ど
の
家
庭

よ
り
も
立
派
に

心
地
よ
く
し

な
け
れ
ば
な
ら

な
い

所
で
す

。
小
・
沛
ド
え

に
幀
ん
で

、

毎

日
掃
除
か
し

人
レ
る
の
で
す
が

、
便
壼
が

Ｉ
琿

ぐ
れ
っ
て
い
る
為

子
供

も
っ

い
汚
し
ｒ
．し
ま
う
の
で

す

。
清
掃
仕

ン
ホ
叩
契
約
で
汲

み

収

ろ
澗
に

な
っ
二

い
る
の
で
す

が

捨
て
場
が
な
い
と
か
い
っ
て
容
易

に
汲
み
に
こ
な
い
の
で
す
。
そ
れ

で
根
本
的
に
は
、
は
ね
返
ら
な
い

便
所
に
改
造
す

る
こ
と
が
必
要
で

す
。
男
女
と
も
安
心
し
て
用

を
す

ま
せ
る
様
に
な

お
し
て
や
れ
ば
Ｊ

だ
れ
も
好
ん
で

便
所
を
よ
ご
す
者

は
な
く
な
り
ま
し
ょ
う
。
」

「
は
ね
な
い
便
所
」
に
つ
い
て

校

長
先
生
は
、
既

に
青
写
真
を
描

い

て
い
ら
れ
る
様
で
す
か
ら
近
く
解

決
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し

て
も
出
生
は
、
一
番
大
切
な
身
体

生
命
に
か
か
お
る
も
の
で
す

か
ら

、
ピ
ア
ノ
や
プ
ー
ル
と
同
じ
く
ら

い
に
関
心
を
も

ち
た
い
も
の
で
す

ね
。
現

に
小
坂

小
学
校
で
は
、
立

派
に
解
決
し
て

い
る
は
ず
で
す

。

い

ん
鑑
遠
か
ら
ず
で
す
。

一（

鈴

木

）

今月の巡回映画

日　曜 方 部｜ 会　　　 場

７( 水)
8(.木)

９(金)

12(月)

13(火)

14(水)

15(木)

16(金)

17(土)

18(日)

19(月)

20(火)
21(水)

22C木)

237金)

24(土)

25(日)

26(月)
27(火)

28(水)

29J木)

30(金)

31(土)
１(日)

２(月)

３(火)

藤　田

森江野

小　坂
藤　田

大木戸

大　枝

森江野

藤　田

小　坂

藤　　田　　小

森 江 野 小

小　　坂　　小
県北中・石母田

大木戸小・貝田

光　　明　　寺

高　　　　　城
大　　木　　戸

北　　　　　部

中　　　　　部

川　　　　　内

原　　　　　町
森　　　　　北

神　明　 ぐ寺）

旭

徳　江　南　部

塚　　野　　目

保　　育　　所
駅　　　　　前

山　　　　　崎

前　　　　　田

泉　　田　　下

泉　　田　　上

島　　　　　取

内　　谷　　西

内　　谷　　東 一第 ３ 分 科 会 会 場－

編
集
後
記

Ｏ

複
線
化
本
決
り
・：
春
光

の
よ

う
な
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス

Ｏ

い
く
ら
あ

た
た
め
て
も
ひ
な

に
な
ら
な
い
無
精
卵

も
あ
る

○
出
し
て
消
す
よ
り
出

さ
ぬ
が

て
が
ら
、
無
火
災
部
落

に
表

彰

旗
で
も
贈
っ
た
ら
ど
う

か

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
と
き
、
剣

道
国
見
囗
‥ス
キ
ー
国
見
口

○
へ
く
さ
虫
は
自
分
の
く
さ
み

を
感
じ
な
い
。
く
さ
い
も
の

に
ふ
た
を
し
て
も
く
さ
み
は

と
れ
ぬ

○
老
婆
に
道
を
教
え
ら
れ

○
お
父
さ
ん
も
自
分
を
大
切
に

し
て
下
さ
い

④
交
通
安
全
都
市
宣
言
、
無
火

災

都
市
宣
言
、
衛
生

都
市
宣

言
。

○
娘
た
ち
曰
く
「
農
業
労
働
や

金
づ
ま
り
な
ど
こ
わ
く
な
い

Ｏ
き
ら
い
な
も
の
が
別

に
あ

る
Ｏ
」
と
、
さ
て
娘

た
ち
に

き

ら
わ
れ
る
も
の
は
何
で
し

○
こ
と
し
も
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
で
家
族
ぐ
る
み
の
勉
強
を
し
ま
し
よ
う
…
…
…
家
ご
と
に
一
冊
の
テ
キ
ス
ト
を
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